
2.観測データの自動整理ツーlレの作成

小出栄治

地震観測データの整理に関するシステム開発の一環として、愛工大に設置されている ETNA地震計、リアルタイ

ム地震計、 E-Catcher地震計による観測データの自動整理ツールの作成を行った。内容は以下の2項目である。

(1 )大学内建物データの収集整理機能の追加

図 11こ示すように、地域防災研究センターの免震建屋および土木建築学科棟の孔中に設置した地震計 (AID)に

より地震観測を行っている。これらのデータを、他のAI-netの情報と同じようにWINデータに変換し、データサー

バに転送し、自動整理できるように追加した。これにより、地盤条件の良い愛工大データに対する三河平野部の

揺れやすさの比較@検討を行うことが可能となった。
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(2)スベクトル演算、固化処理機能の追加

全地点のフーリエスペクトルを自動演算し、図化する機能そ追加した。これにより管理者は、 WEB上で、図 2

に示すような成分毎のスペクトル図を一覧表示できるようになった。

ヂー告があり京ぜん!

ヂー告がlあり玄ぜん!

ヲヂー裂があり家ぜん!

デー習があり玄すさん!

2 Ai-net上でのスペクトル図の表示例
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